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１．演習について

○ 相談援助の知識と技術をより実践的に習得するとともに、専門的援助技術として概念化・理論
化し体系立てることができるようにする観点から、演習時間数の拡充を行い教育内容の充実を行
うこととする。

２．実習について

○ 実習については、これまでの実習指導や現場実習等が統合された教育内容から、実習指導と
現場実習を個別科目として明確に区分するとともに、各々の教育内容を充実する。

○ 現場実習については、精神科病院等と地域の施設等の両方で行うことが、精神保健福祉士の
専門性の確保の観点から不可欠であることから、現行の180時間（目安）から210時間へ拡充する
とともに、実習内容を充実する。

１

演習・実習の教育内容見直しの考え方（案）

● 演習の時間数を、現行の60時間から90時間へ拡充する。

● 実習時間数を拡充するとともに、精神科医療機関等の実習を必須にする。

精神保健福祉援助演習 60時間 → 精神保健福祉援助演習 90時間

精神保健福祉援助実習指導 90時間

精神保健福祉援助実習 210時間

現行カリキュラム 新カリキュラム（案）

精神保健福祉援助実習 270時間
（現場実習：180時間を目安）



○ さらに、精神保健福祉士に「求められる役割」が十分に発揮できるよう教育をする観点から、精

神科医療機関等における実習を必須として、90時間以上行うことを基本とするとともに、実習で

経験すべき内容についても充実させる。

○ また、精神保健福祉士の実践能力を高める教育として、特に実習・演習は重要であることから、
大学等においても養成施設と同等の基準等を定めるべき。
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シラバスの内容

ねらい 含まれるべき事項

・ 精神保健福祉援助の知識と技術に係る他の科目との関連性も視野に
入れつつ、精神障害者の生活や生活上の困難について把握し、精神保
健福祉士に求められる相談援助に係る知識と技術について、次に掲げ
る方法を用いて、実践的に習得するとともに、専門的援助技術として概
念化し理論化し体系立てていくことができる能力を涵養する。

① 総合的かつ包括的な相談援助、医療と協働・連携する相談援助、地
域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にと
りあげること。

② 個別指導並びに集団指導を通して、具体的な援助場面を想定した実
技指導（ロールプレーイング等）を中心とする演習形態により行うこと。

① 以下の内容については、精神保健福祉援助実習を行う前に学習を開

始し、十分な学習をしておくこと。

ア 自己覚知

イ 基本的なコミュニケーション技術の習得

ウ 基本的な面接技術の習得

エ グループダイナミクス活用技術の習得

オ 情報の収集・整理・伝達の技術の習得

カ 課題の発見・分析・解決の技術の習得

キ 記録の技術の習得

ク 次に掲げる具体的な課題別の精神保健福祉援助の事例（集団に

対する事例を含む）を活用し、実現に向けた精神保健福祉課題を理

解し、その解決に向けた総合的かつ包括的な援助について実践的

に習得すること。

● 社会的排除
● 退院支援、地域移行、地域生活継続
● ピアサポート
● 地域における精神保健（自殺、ひきこもり、児童虐待、薬物・ア

ルコール依存等）
● 教育、就労（雇用）
● 貧困、低所得、ホームレス
● 精神科リハビリテーション
● その他の危機状態にある精神保健福祉

ケ クに掲げる事例を題材として、次に掲げる具体的な相談援助場面

及び相談援助の過程を想定した実技指導を行うこと。

● インテーク（受理面接）

● 契約
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精神保健福祉援助演習（90時間）
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シラバスの内容

ねらい 含まれるべき事項

● アセスメント（課題分析）
● プランニング（支援の計画）
● 支援の実施
● モニタリング（経過観察）
● 効果測定と支援の評価
● 終結とアフターケア

コ ケの実技指導に当たっては、次に掲げる内容を含めること。
● アウトリーチ
● ケアマネジメント
● チームアプローチ
● ネットワーキング
● 社会資源の活用・調整・開発

サ 地域福祉の基盤整備に係る事例を活用し、次に掲げる事柄につ
いて実技指導を行うこと。
● 地域住民に対するアウトリーチとニーズ把握
● 地域アセスメント
● 地域福祉の計画
● ネットワーキング
● 社会資源の活用・調整・開発
● サービス評価

② 精神保健福祉援助実習後に行うこと

精神保健福祉相談援助に係る知識と技術について個別的な体験を
一般化し、実践的な知識と技術として習得できるように、精神保健福
祉援助実習における学生の個別的な体験も視野に入れつつ、集団指
導並びに個別指導による実技指導を行うこと。

（注１）精神保健福祉援助の知識と技術に係る科目として主に「精神保健福祉相談援助の基盤Ⅰ」、「精神保健福祉相談援助の基盤Ⅱ」、「精神障害
者福祉の理論と相談援助の展開」、「地域福祉の理論と方法」、「福祉行財政と福祉計画」、「精神保健福祉援助実習」、「精神保健福祉援助実
習指導」などの科目。

（注２）精神保健福祉援助演習の実施にあたっては、精神保健福祉援助実習指導、精神保健福祉援助実習の教育内容及び授業の進捗状況を十分
に踏まえること。
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シラバスの内容

ねらい 含まれるべき事項

・ 精神保健福祉援助実習の意義について理解する。

・ 精神障害者のおかれている現状を理解し、その生活の実態や生活上
の困難について理解する。

・ 精神保健福祉援助実習に係る個別指導及び集団指導を通して、精神
保健福祉援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実
践的な技術等を体得する。

・ 精神保健福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められ
る課題把握等、総合的に対応できる能力を習得する。

・ 具体的な体験や援助活動を、専門的知識及び技術として概念化し理
論化し体系立てていくことができる能力を涵養する。

○ 次に掲げる事項について個別指導及び集団指導

ア 精神保健福祉援助実習と精神保健福祉援助実習指導における
個別指導及び集団指導の意義

イ 精神保健医療福祉の現状（利用者理解を含む）に関する基本的
な理解

ウ 実際に実習を行う施設・機関・事業者・団体・地域社会等に関する

基本的な理解

エ 現場体験学習及び見学実習

オ 実習先で必要とされる精神保健福祉援助に係る専門的知識と技

術に関する理解

カ 精神保健福祉士に求められる職業倫理と法的責務に関する理解

キ 実習における個人のプライバシー保護と守秘義務の理解（個人
情報保護法の理解を含む）

ク 「実習記録ノート」への記録内容及び記録方法に関する理解

ケ 実習生、実習担当教員、実習先の実習指導者との三者協議を踏

まえた実習計画の作成

コ 巡回指導（訪問指導、スーパービジョン）

サ 実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理と実習総括レポート

の作成

シ 実習の評価全体総括会

精神保健福祉援助実習指導（90時間）

（注１） 精神保健福祉援助実習を効果的にすすめるため、実習生用の「実習指導マニュアル」及び「実習記録ノート」を作成し、実習指導に活用すること。

（注２） 実習後においては、その実習内容についての達成度を評価し、必要な個別指導を行うものとする。

（注３） 実習の評価基準を明確にし、評価に際しては実習先の実習指導者の評定はもとより、実習生本人の自己評価についても考慮して行うこと。



シラバスの内容

ねらい 含まれるべき事項

・ 精神保健福祉援助実習を通して、精神障害者のおかれている現状
を理解し、その生活実態や生活上の課題について把握する。

・ 精神保健福祉援助実習を通して、精神保健福祉援助に係る専門的
知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体
得する。

・ 精神保健福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求めら
れる課題把握等、総合的に対応できる能力を習得する。

・ 関連分野の専門職との連携のあり方及びその具体的内容を実践
的に理解する。

① 精神科病院等の病院において実習を行う学生は、実習期間中に 1
名以上の患者を担当するとともに、次に掲げる事項を経験し、実
習先の実習指導者による指導を受けること。

②

③

ア 入院時又は急性期の患者及びその家族への相談援助

イ 退院又は地域移行・地域支援に向けた、患者及びその家族へ
の相談援助

ウ 多職種や病院外の関係機関との連携を通じた援助

精神科診療所において実習を行う学生は、患者への個別支援を通し
て、次に掲げる事項を経験し、実習先の実習指導者による指導を受け
ること。

ア 治療中の患者及びその家族への相談援助

イ 日常生活や社会生活上の問題に関する、患者及びその家族へ
の相談援助

ウ 地域の精神科病院や関係機関との連携を通じた援助

学生は、精神科病院等や地域における相談援助の実習を通して、
次に掲げる事項をできる限り経験し、実習先の実習指導者による
指導を受けるものとする。

ア 利用者やその関係者、施設・機関・事業者・団体住民やボランティ
ア等との基本的なコミュニケーションや人との付き合い方などの円滑
な人間関係の形成

イ 利用者理解とその需要の把握及び支援計画の作成

ウ 利用者やその関係者（家族・親族・友人等）との支援関係の形成

エ 利用者やその関係者（家族・親族・友人等）への権利擁護及び支
援（エンパワーメントを含む）とその評価
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精神保健福祉援助実習（210時間）



（注）精神保健福祉援助実習を実施する際には、下記の点に留意すること。

① 配属実習に際しては、健康診断等の方法により、実習生が良好な健康状態にあることを確認したうえで配属させること。

② 精神科病院等の病院における実習においては、必ず1名以上の患者を担当するとともに、①-ア）からウ）の事項を経験させること。

③ 精神科診療所の実習においては、必ず患者への個別支援を通して、②-ア）からウ）の事項を経験させること。

④ 実習先は、巡回指導が随時可能な範囲で選定することとし、実習内容、実習指導体制、実習中のリスク管理等については実習先との間で

十分に協議し、確認しあうこと。

シラバスの内容

ねらい 含まれるべき事項

④

オ 精神医療・保健・福祉に係る多職種連携をはじめとする支援にお
けるチームアプローチの実際

カ 精神保健福祉士としての職業倫理と法的義務への理解

キ 施設・機関・事業者・団体等の職員の就業などに関する規定への
理解と組織の一員としての役割と責任への理解

ク 施設・機関・事業者・団体等の経営やサービスの管理運営の実際

ケ 当該実習先が地域社会の中の施設・機関・事業者・団体等である
ことへの理解と具体的な地域社会への働きかけとしてのアウトリーチ、
ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発に関する理解

精神保健福祉援助実習指導担当教員は、巡回指導等を通して、実
習事項について学生及び実習指導者との連絡調整を密に行い、学生
の実習状況についての把握とともに実習中の個別指導を十分に行うもの
とする。
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